
契約とは，当事者同士の意思表示が合致することで成立
する法律行為です。簡単にいうと，お互いが合意することで，
片方または双方が権利や義務を負うことを意味します。
単なる約束事と契約の違いは，法的拘束力の有無です。
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平成３０年６月に，民法の定める成年年齢を１８歳に引き下げること等を内容とする

「民法の一部を改正する法律」が成立しました。改正法は，２０２２年４月１日から施行

されます。

民法が定める成年年齢には，「一人で有効な契約をすることができる年齢」という意味

と，「父母の親権に服さなくなる年齢」という意味があります。未成年者が契約を締結す

るには父母の同意が必要であり，同意なくして締結した契約は，後から取り消すことがで

きます。更に，父母は，未成年者の監護及び教育をする義務を負います。

また，改正法では，女性の婚姻開始年齢についても見直しをしています。婚姻開始年齢は

現在，男性１８歳，女性１６歳とされていますが，女性の婚姻開始年齢を１８歳に引き上げ，男女とも１８歳にな

らなければ，結婚できないこととしています。

日本における成年年齢は，明治９年以来「２０歳」とされてきました。
近年，憲法改正国民投票の投票権年齢や公職選挙法の選挙権年齢などが１８歳に定められる

など，１８歳，１９歳にも国政上の重要な事項の判断に参加してもらうための政策が進められてきま
した。こうした流れを踏まえ，市民生活に関する基本法である民法においても，１８歳以上を大人と
して取り扱うのが適当ではないかという議論がなされるようになりました。世界的にも，成年年齢を
１８歳とする国が多くなっています。このことから，今回，成年年齢を１８歳に引き下げることになります。
【参考】

成年年齢を１８歳とする国 成年年齢を１８歳以外とする国

アメリカ，イギリス，イタリア １９歳：韓国
オーストラリア，オランダ，カナダ， ２０歳：日本，ニュージーランド

ギリシャ，スイス，チリ，フランス，

ハンガリー，メキシコ等

よくある質問内容についてのＱ＆Ａです。
成年年齢が引き下がっても，お酒を飲んだり，たば

こを吸うことができる年齢等については，２０歳が維 Ｑ１ 成年年齢と女性の婚姻開始年齢は，いつから

持されていますので，注意が必要です。詳細について １８歳になりますか？

は下表のとおりです。
～2002年４月１日生まれ

2002年４月2日～
200４年４月２日～生まれ

１８歳に変わるもの ２０歳が維持されるもの 20０４年４月１日生まれ
改正されたもの（改正前は「二十歳などと規定」） 改正されたもの（改正前は「未成年などと規定」） 20歳の誕生日に成年 2022年４月１日に成年 18歳の誕生日に成年

〇帰化の要件 〇喫煙年齢

〇社会福祉主事資格 〇飲酒年齢 Ｑ２ 消費者トラブルに巻き込まれた場合や

〇海技免許講習実施機関 〇勝馬投票券の購入年齢 困ったことが起きた場合の相談先は？

の講師 （競馬） ・消費者ホットライン「１８８」
〇１０年用一般旅券の取 〇勝者投票券の購入年齢 ・日本司法支援センター（法テラス）
得 （自転車競技） ０５７０－０７８３７４

〇人権擁護委員・民生委 〇勝舟投票券の購入年齢 Ｑ３ 成年年齢の引き下げにより，成人式への影響は

員資格 （モーターボート） ありますか？

＊主なものを掲載しますが，基本的に公営競技は２０ →現在は法律の決まりはなく，20歳を対象としていま
歳が維持されます。 すが，今後，各自治体の判断により決定します。




